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So far ab呂ndonedpaddy fields havεb在日nincreasing throughout J apan. Abandoned paddy 
field areas in Kyushu reached 24，000 ha in 1990 being明 uiva1entto 3.5% of tota1 cu1tivatεd areas 
and to twice as much as those in 1985. 
There are three common rεasonsto呂bandoncu1tivating p呂ddyfields: (1) an underpopu]ation， 
(2) an aging of farmers and (3) a shortagεin successor 
From now thεse paddy fie!ds seem to incrεas告巴speciallyin the hilled rural areas wh芭reth告re
are somξbad conditions in cultivation besidεs above mεntioned reasons. Appropriate counter-
measur記smust b巴urgent1ytaken to recov日rthesξabandonεd paddy fields to cu1tivated ones and 
to decrease these paddy fields. 
In this paper actua1 conditions of abandonεd paddy fie1ds in thεhillεd rur呂1areas in the 
north芭astSaga Prefectur巴wereinvestigat吋 toget some count己rmeasu詑 sby introducing opin-
Ions of p巴oplesin thes巴areas.
words: abandoned paddy fie1d， hilled rural area， rur呂1engine巴ring
1. はじめに
しているなか，九十1'においても耕作放棄地の面積は平成 2年には





















































































農家の構成 2 )を見るといずれの地区とも に占める割合は約10%と
表一一 1 農業就業人口(総就業人口) (単位:人) 表 2 重量家の構成 (単位:戸)
地区名 1975 1980 1985 
115，370 99，811 89，737 
佐賀県




家数 農家 第一穣 第二二種
兼業 兼業
2，291 2.045 1，974 
小城町地区 (7，008) (7，222) (7.250) 
佐賀察 50，2吉8 7，259 9，640 33，397 
小滅的地区 909 133 178 598 
1，946 1，726 1，445 
言富士田了地区
(3.632) (3，437) (3，264) 富士町地区 863 97 258 508 
548 473 361 三瀬村地区
(1， 053) (1，047) (976) 三瀬村地区 274 30 35 209 
764 703 543 脊振村地区
(1，552) (1，489) (l，385) 空手援村地区 330 44 86 200 
1990年幾重量センサスによる
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表 3 耕作放棄地の概況 (単位:戸， a) 
l仁hゴ 水 出 熔 機 l議 土復
地区名
農家数 頭積 農家数 題穣 幾家数 i諸積 農家数 日百 積
佐賀燦 7，553 19仏972 2，044 26.634 3，465 53，706 3，187 119，832 
ノト域同地区 120 3，952 13 313 10 54 106 3，585 I 
寓土町地区! 86 ヲ31 60 733 33 189 つ 合
三瀬村地区 37 570 357 24 213 
































写真一 1 小城町地区の道路脇にある放棄水田 写真一2 小城町地区の約 1haとまとまった棚田の
放棄水田
写真一3 冨士町地区の棚田の放棄水田 写真一4 冨土町地区の圃場整備後に放棄された水
国
写真一5 三瀬村地区の放棄水田と耕作田 写真 6 三瀬村地区の耕作田に挟まれた放棄水田





























































委託の時期 件数 面積 割合
欝j
すぐにでも委託したい 211キ 1，102 a 34.4% 
今から 5年以内に委託したい 16 840 26‘2 
今から10年以内に委託したい 14 1，200 23.0 
今から10年以後iこ委託したい 8 437 13.1 
不 明 2 35 3.3 







委託料(資借料)の希望書員 すぐに 5年以内 10年以内 10年i以後
5.000円以上であれば委託 1 {q二 。(牛 。件 01牛
10，000 I 。 1 。 1 
γ-b 。15.000 I 2 。
18，000 1I 2 。 。 。
20，000 1I 1 。 3 。
25，000 1 1 。 。 。
30，000 1 3 3 3 。
出土中。 1I 。 。 1 。
50，000 1I 1 2 。 。
i;当ま局にまかせる 9 。 1 。
しいが，無ければ{土方ない 1 。 。
トー
然回答・わからない ヲ 10 3 7 
委託料;ふいらない 。 。 1 。




o i: 11牛。 2 。 2 
む 2 。 4 
o 1 。 9 
o 1 。 3 。
。 1 
2 34 。 1 
( 2 ) (61) 
122 佐賀大学農学部数報第 74号 (1993)
しでは，委託する側は皮当たり30，000円以上の委託料ならばしたい，逆に受託側は反当たり
15，000円以下の受託料ならばしたい，とそれぞれ考えていることが分かる.
5.おわりに
今回，調査の対象とした中山間地域は，いずれも佐賀の穀倉地帯を潤す中小河川!の水源地帯
でもあり，中山間地水田の洪水調節機能も重要である.また，最近の河川等の水質環境保全に
関する県民の関心度は非常に高い.水源を守り，洪水調節機能を保持し，水質環境を保全する
ために，中山間地における水田を荒廃させないだけではなし中山間地域そのものの自然多
しなければならない.そのために，県当局は中山間地域の農業従事者
に，例えば環境保全手当のようなものを支給する，等の対業を講じる必要があるのではないだ
ろうか.そのような対策を講じることが，環境問題に対処するだけではなく，ひいては中山間
地放棄水田対策にもなるのではないかと考える.
なお，本報文は社団法人農業土木事業協会の委託に基ずさ実施した「平成3年度中山間地に
おける耕作放棄水田の実態と対策に関する調査研究J(耕作放棄水田調査検討委員会委員長 中
JlI 昭一郎 農業土木学会専務理事)の成果の一部である.
また，今回の現地調査を実施するにあたり，性賀県農林部土地改良諜，佐賀中部農林事務所
耕地課，小城町役場農業林務課9 富士町役場産業課および農地整備課，三瀬村役場建設課，
振村役場産業建設課の関係各位には大変お世話になった.記して謝意を表する.
6 .摘要
全国的に耕作放棄が増大しているなか，九州においても耕作放棄地の面積は平成 2年には
24，000haに達している@これは九州、!の全耕作地面積の3.5%に相当し， 5年前の昭和60年当時に
比べると 2倍に増えたことになる@耕作放棄の全国共通の理由として，過疎化，高齢化，後継
者不足(これらを農業の 3Kと呼ぽう)があげられ，このままでは耕作放棄はこれら 3Kの進
しし耕地条件も悪い中山間地でますます進行するものと思われる.これらの耕作放棄
として復活@維持しヲさらにはこれからさき放棄地が出ないような対策
る必要がある.
本研究は，その為の基礎資料を得るために特に水田の耕作放棄についてヲ
山間地域においてその実態を調査するとともにラ地域の意見等
いてもネ食言すしたものであるー
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